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研修目的

「貴方に介助してもらって
よかった」と心を元気にさせる
身体介助を目指す！
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なんとなくの介助から
根拠ある介助へ

より喜ばれる、専門的なケアへ！
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～心も体も元気にする身体介助～
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身体の
自立

心の

自立

『自立』は２つの要素がある！
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心を元気にさせる

コミュニケーション

身体介助は力作業ではなく、
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動作介助の考え方



8

①『人の動き』を理解し、動作を細かく評価する！
②その方の能力（残存機能）とその時間や場所等に

 合わせて介助方法や福祉用具を選択する！

【細かい段階別評価】

できない

できる

介助
福祉用具
リハビリ

動作が

動作が

どう埋める？

見守り
完全自立

安全性は？
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利用者の出来ることも介助

（全介助）

出来ないことのみ介助

（一部介助）

出来ないことも自分で頑張って

もらう援助（リハビリ的介助）

【３つの介助方法の選択】
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＜身体介助の流れ＞

①動作能力を知る
⇒安全な状況で！

②（動く前に！）動作を伝える PARTⅠ

⇒分かり易い言葉で！動作を実際に見せる、教える！

③動作を介助する
⇒タイミングが重要！

④（動いた後に！）動作を伝える PARTⅡ
⇒評価する！

⇒言葉を体感してもらう！
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一度の介助を

最大限に価値を高める
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～人の触れ方～
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【触る対象で触り方を変えている？】
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安心を
与える
タッチ

手の平全

体で触る

均一の力

で触れる

相手への
優しさを

込める

声掛け

手を
温め
る

ゆっ
くり

安心を与えるタッチの方法
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①手の平を触れる ②指先を触れる
指先で把持する力
と手の平で触れる

力を均一にする。

人に触れる際に、、、

手を温める・自分の手を触れる（確認）・相手の了解を得る

【タッチのコツ】
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～体の動かし方～
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【上手い介助の 要素!?】３

介助される側もする側も
楽・安全・気持ちが良い介助!!

力の

補助

動作

誘導

環境

設定
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【重心と基底面の関係】

棒の重力

棒の支持
基底面

地面地面

棒

Q:右側と左側、
どちらに棒は倒れ
るでしょうか？？

棒

① ②
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【立位での身体重心位置】

立位での身体重心位置は、、、、

立位では人間の身体重心は身長の下から男性が約５６％、女性が５５％

の高さ（へそ・第二仙骨）に位置する。

横から見ると、身体重心は耳垂・肩峰、大転子、膝蓋骨後面、外果の約２
ｃｍ前方部を通過するといわれる。
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【支持基底面】
支持基底面：身体を支持するための基礎となる身体の底の面

～POINT：安全におヘソが移動できる範囲～

両脚設置での立位 杖で支えた立位 平行棒での立位
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『階段昇降』
介助方法
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色々な段差昇降動作の方法

一足一段昇降動作

二足一段昇降動作
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『杖を使った段差昇降』

❶

❷

❸

❹

＜昇段＞
筋力の強い
側から上る

杖⇒強⇒弱

＜降段＞
筋力の弱い
側から下る

杖⇒弱⇒強

片麻痺の方の二足一段昇降動作
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『二足一段階段昇段』の区切り方

できる
動作が

動作が
できない

③おへそを右足に移動してください

②右足を挙げて、上の段に右足を着けて下さい

①右手で手すりを掴んでください

④左足をあげて、
右足の段に揃えてください

＜両足立ち＞

＜両足立ち＞
時間
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『二足一段階段降段』の区切り方

できる
動作が

動作が
できない

①右手を少し前に出してください

②左足をゆっくり降ろしてください

＜両足立ち＞

＜両足立ち＞
時間

③右手の方へ身体を寄せて、
右足を降ろしてください
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『歩行』
介助方法
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歩行：体重移動しながら、両足立ちと片足立ちの繰り返し

上図のように一側足に住目すると、床に着いた時（立脚期）と
足が着いていない時（遊脚期）の大きくは２つに分かれている。

【歩行の動作】
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『歩行』の区切り方

できる

動作が

動作が
できない

②右足を着けて下さい 

①右足を上げて下さい 

③左足を上げて下さい

＜両足立ち＞

＜両足立ち＞

時間

④左足を着けて下さい
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【歩行介助の選択】

介助量

無

側近

見守り
介助量

 小

側方介助

介助量

大

後方介助
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